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１． 新年度に向けた保全業務について 

 

 新年度が間近となり、官署によっては人事異動の時期を迎えようとしています。施設管理に関

する実務経験のアンケート結果では、令和元年の官庁施設情報管理システム（以下ＢＩＭＭＳー

Ｎ）操作説明会においては約７０％、四国地区官庁施設保全連絡会議（以下地区連）においては

約５０％の方が１年未満と回答されていました。平成３０年の同アンケートにおいても、同様に実

務経験が１年未満の方が半数を超えていましたので、施設管理をしている方が短期で異動にな

り、新年度、新たに保全業務に就かれる方が多いと思われます。今後とも同じような状況となる

ことが予想されるため、適切な施設保全のためにも確実な引き継ぎをお願いします。 

 昨年度、保全レター四国（冬号）において、「点検の実施記録について」「保全計画の引き継ぎ

について」「保全資料等の保管について」という内容でご説明していますが、今回は「点検の実施

記録について」もう少し詳しく説明したいと思います。 

 

【点検記録情報の管理】 
法定点検や官公庁施設の建設等に関する法律第１３条の確認（以下支障がない状態の確

認）を行った場合、結果を記録し、必ず整理・保存しておくことが必要です。法定点検を業務と

して外注した場合、点検報告書として資料が提出されますから、その資料を整理し、不具合等

のチェックを行い、作成した修繕予算検討等の資料について、確実に引き継ぎを行うことで健全

な施設の状態を維持することが可能となります。 

なお、支障がない状態の確認を行う場合のチェックシートを次ページに示しますので活用して

ください。必要でしたらエクセルデータとしての提供も可能ですので、この保全レターの事務局ま

でお問い合わせください。（点検周期と年間の確認チェック欄を新たに設けてありますので、適

切な時期にシートに記述することで１年分の記録の整理・保存ができます） 
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【修繕履歴情報の管理】 
 修繕履歴は施設に関する修繕等の内容や金額、実施時期を記録したもので、将来の修繕計

画（中長期保全計画等）に反映させることにより、効率的な修繕等の実施が可能となります。 

また、後のトラブル発生時等にも活用が可能なので、少なくとも修繕費の大きいもの（１００万

円以上）の修繕履歴は残すようにしてください。 

なお、ＢＩＭＭＳ－Ｎにおいて「保全台帳の作成」の機能を使用すれば点検記録、修繕履歴を

まとめて管理することができます。例年、５月から６月にかけてＢＩＭＭＳ－Ｎの操作説明会を四

国４県単位にて開催しますので、新しい担当の方にも引き継いで、ご参加いただけるよう配慮

願います。 

 

 

２． シリーズ【建築基礎知識】【設備基礎知識】について 

 

施設保全を実施するために必要な建物についての基礎的な知識や、保全関係の専門的な語

句等について、シリーズでまとめています。保全レター四国（夏号）からのつづきで、今回は建築

基礎知識として、『屋上設置物等』、『建物外部の劣化』、『外壁仕上げ』、『外壁仕上げの劣化』、

設備基礎知識として『照明』、『コンセント』について紹介します。 

 

【建築基礎知識】 
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【設備基礎知識】 
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３． 令和２年度建築保全業務労務単価について 

 

令和２年度の建築保全業務労務単価が、国土交通省のホームページに掲載されました。来年

度の保全業務費算定に用いる単価としてご活用ください。 

 なお、毎年、下記のＵＲＬのページに単価が更新されますので、ＵＲＬをコピーしてどこかに貼り

付けておくと便利です。 

 

令和２年度建築保全業務労務単価
http://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_fr2_000001.html 

 
（参考）令和２年度設計業務委託等技術者単価

http://www.mlit.go.jp/tec/gyoumu_tanka.html 
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４． 保全Ｑ＆Ａ 

 

 四国地方整備局営繕部では、四国地区官庁施設保全連絡会議終了後に保全相談コーナーを

設けているほか、後述の「保全レター四国」事務局にて、随時電話及びメールで相談を受付けて

います。その中で相談のあった内容について紹介させていただきます。 

 

Ｑ：管理棟など事務室がある建物の機械換気設備の点検を行うのは理解できるが、療養施設の

病棟、ナースステーションなど、事務所ではない用途の建物が点検の対象となるのか？ 

 

Ａ：人事院規則において、職員の健康保持のためには、勤務環境に対して措置を講じる必要があ

ることから、職員が就業する範囲（病棟・ナースステーション）なども、事務所衛生基準規則に準じ

点検を実施してください。 

 

 

  ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞「保全レター四国」事務局 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 ○「保全レター四国」の配信中止・配信先変更のご希望等がありましたら、事務局まで 

   ご連絡頂きますようお願いします。 

   また、所掌の関係施設がございましたら適宜転送していただければ幸いです。 

 ○ 施設保全について、機械室機器の不具合、⾮常照明等の不具合など、建物に関する 
困りごとやご質問等がございましたら遠慮なくお知らせください。 

 ○ この保全レターは不定期に配信しています。 

    

 国土交通省 四国地方整備局営繕部 保全指導・監督室 

 〒760-8554 

 香川県高松市サンポート３－３３ 高松サンポート合同庁舎（北館）１３階 

 TEL：０８７－８５１－８０６１ FAX：０８７－８１１－８４３６ 

 担当 石原
いしはら

（内線 5528） 後藤
ご と う

（内線 5181） 

 E-mail：skr-hozenkan@mlit.go.jp 

 ∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 


